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【株式投資の学習実態調査】 
個人投資家の約半数が有料サービスを利用。 

新聞・本など手頃なものが人気 
 

オンライン株式スクール「株の学校ドットコム」（運営会社：株式会社トレジャープロモート、東京都千代田区、代

表取締役社長：瀬川 丈）では、株式投資に取り組む全国の個人投資家800人を対象に、学習に関するアンケート調

査を実施しました。 

 

その結果、約半数の人が新聞・書籍やセミナー、スクールなど有料の情報を活用して株式投資について学んでいる

ことがわかりました。その一方で、およそ４分の１にあたる人々は、特に積極的な学習をすることなく株式投資に

取り組んでいる、という実情も見えてきました。 

 

 
 

【調査概要】 

調査対象：全国の株式投資に取り組む個人投資家 

調査人数：800人（男性398人、女性402人）  調査期間：2025年4月26日 

調査方法：インターネット調査   調査主体：株式会社トレジャープロモート 

 

※「株の学校ドットコム」では個人投資家を対象としたアンケート調査を継続的に実施しています。過去の調査結

果などは、こちらをご参照ください。https://www.kabunogakkou.com/media/category/voice/ 

※本調査について記事等に引用いただく際には、「株の学校ドットコム」（https://www.kabunogakkou.com/）へのリ

ンクを設定いただけますと幸いです。  

https://www.kabunogakkou.com/media/category/voice/
https://www.kabunogakkou.com/


個人投資家の半分はきちんと勉強している 

新NISAの開始によって新たに株式投資を始める人が増加傾向にある中、株にまつわる情報も様々なところで提供さ

れています。最近では、ウェブサイトやSNS、YouTubeなど、無料で学べる場も増えてきました。個人投資家たち

は実際どんな情報やサービスを利用しているのでしょうか。 

 

株式投資について学ぶために利用しているものについて訊ねたところ、半数近い383人（47.9％）が、新聞・書籍の

ほかセミナーやスクールといった有料の情報・サービスを利用したことがあると回答しました。無料の情報やサー

ビスのみで学習していると回答した人は225人（28.1％）で、お金を使ってしっかり勉強しようとしている人のほう

が1.7倍ほど多いことがわかりました。 

 

 
 

その一方で、有料・無料にかかわらず「株を学ぶために利用したことがあるものはない」と答えた人も、192人（24.0％）

いました。個人投資家のおよそ４分の１にあたる人は、特に学習することなく株式投資に取り組んでいるというこ

とになります。 

 

依然高い支持を集める新聞・書籍・雑誌 

具体的にどんなものを利用しているのでしょうか。有料の情報・サービスを利用したことがあると回答した383人

によると、購入したことがあるもので最も多かったのは「日本経済新聞」で、半数を超える54.8％（210人）が株式

投資について学ぶために日経新聞を読んだことがあると回答しました。 

 

 



 

書籍は43.7％（168人）、株雑誌が40.7％（156人）で、やはり文字情報を通して学習している人が多いようです。そ

れに対して、単発開催のセミナーに参加したことがある人は３割（115人）いましたが、継続受講するスクールの利

用経験者は8.6％（33人）と少数で、勉強会やYouTubeのメンバーシップなどもさほど多くはありませんでした。 

 

使ったお金は10万円未満が過半数 

有料の情報・サービスを活用して株式投資について学んでいる人は、どれくらいの金額を使っているのか？ 383

人に訊ねたところ「10万円未満」と回答した人が圧倒的に多く、55.6％（213人）にのぼりました。８人に１人は50

万円以上使っており、100万円以上のお金を使っている人も2.1％（８人）いました。 

 

 
 

得られるのは「知識」「技術」に「心の支え」も 

個人投資家の多くが、有料の情報やサービスも活用しながら株式投資についての知識を深めている実態が見えてき

ましたが、具体的にどんな情報が役立っているのでしょうか？ 自由記述形式の回答から一部を抜粋してご紹介し

ます（〔〕内は弊社による補足）。 

 

• 「売却するルールを設けることを書籍から学びました。塩漬けになり、取り返しのつかないことは回避できたの

かなと思います」（30代・男性） 

• 「始めたばかりの頃、オンラインセミナーで基礎的なことを1から学び取引開始の役に立った」（44歳・女性） 

• 「ネットで買った株のスイングトレードの情報商材。スイングトレードで売買のタイミングを判断するのに役に

立っています」（40歳・男性） 

• 「日経新聞主催の株式セミナー：会社の代表（もしくは財務責任者）から直接話を聞く機会があり、それに基づ

いて株式投資先を決定した」（52歳・男性） 

• 「講演会にて株だけでなくNISAについても現在の状況や根本のお話が分かりやすかった」（24歳・女性） 

• 「投資情報雑誌の個人投資家やプロ投資家の経験談や投資に取り組む際のマインドに関する記事。相場が荒れて

いる時や損失が出ている際に落ち着いて判断するための心の支えになっている」（50歳・女性） 

• 「ユーチューブのメンバーシップでメンタルの大切さを学べた」（43歳・男性） 

• 「ウェブセミナーが役に立った。 実際のプロ取引手法を知り、それを参考にしてから成績が向上した」（48歳・

男性） 

• 「２０年以上前になるが、証券会社のオンラインセミナーで〔学んだ〕チャートの見方は今でも役に立っている」

（71歳・男性） 

• 「株式投資をするときに、新聞で日々の株価変動や市場の動向、企業の業績などを把握することができます。特

に、日本経済新聞では、企業の詳細な情報を把握するのに、役立つとおもいます」（74歳・女性） 



 

無料の情報・サービスだけを利用していると回答した225人にも、どんなところで、どんなことを学んだのかを聞

きました（〔〕内は弊社による補足）。 

 

• 「スクリーニングの見方、使い方 証券会社主催の無料セミナーで学んだ 個別銘柄の業種、業績や財務の各種指

標を含む情報 個別銘柄を購入する際、良し悪しの目安となった」（43歳・男性） 

• 「ユーチューブのデイトレーダーの切り抜き動画が役に立ちました。一番役立った情報は、平均線の使い方でし

た」（48歳・男性） 

• 「〔企業の〕個人投資家説明会 事業内容や戦略など、参考になることが多い」（56歳・女性） 

• 「素人のブロガーの方が書いていた経験談。暴落した時の心構えができてよかった」（36歳・女性） 

• 「youtubeで長期で低コストのインデックスファンドを積み立てするのが良いと学んだ 下落時でも狼狽売りな

どしなかった」（37歳・男性） 

• 「社員持株会について社内研修を受講。ドルコスト平均法で一定額購入を継続し、確実に取得できた」（74歳・男

性） 

• 「無料のサイトでどこか忘れたが自分の投資スタイルを確立する大切さが役立っている」（45歳・男性） 

• 「証券会社に勤務していた親戚から教えてもらった」（71歳・女性） 

• 「知人・友人との会話・情報。実際の株の取引き、購入株、我慢のしどころとか、役にたちました」（35歳・女性） 

 

自己責任の株式投資には学びが不可欠 

ネット上に無料の情報が数多く提供されている昨今ですが、株式投資においては、半数近い人が実際にお金を投じ

て学習していることがわかりました。無料の情報を利用している人も含めると全体の４分の３にあたる人が株につ

いて学んでいることになり、真剣に取り組もうという人々の心意気を感じられる結果となりました。 

 

なかでも新聞や書籍・雑誌といった従来からある教材が依然として多くの人から利用されていることもわかりまし

た。これらの媒体は他と比べて価格が手頃なものが多いことも、学習の入り口として広く活用されている要因にな

っているのかもしれません。 

 

具体的には、損失や塩漬けを回避できたといった技術的な知識が実践に生かされたというコメントのほかに、心の

支えを得ることができたなどメンタル面での学びにつながったと回答した人も多く、学習が株式投資の土台となっ

ていることがうかがえます。 

 

その一方で、学習せずに株式投資に取り組んでいる人が全体の４分の１にのぼる、という課題も明らかになりまし

た。「みんなやっているから」といった理由で株を始める人も多いのかもしれませんが、投資はすべてが自己責任の

世界であり、誰かが損失を肩代わりしてくれることはありません。しっかりと学習し、リスクを把握した上で、自

分自身にあった方法で取り組むことが大切です。 

 

株の学校ドットコムでは、株式投資による資産形成を目指すすべての人が必要な知識を身につけるとともに、自身

に最適な方法を学び、リスクを抑えて望む結果を得ることができるよう、今後もより良い情報発信に努めてまいり

ます。 

 

 

株の学校ドットコムについて https://www.kabunogakkou.com 

2002年より、投資勉強会として投資・金融に関する各種セミナーを開催。2009年からは、オンライン形式の株式ス

クール「株の学校ドットコム」として、より幅広い層に向けた投資教育・情報発信を行っています。現役のトレー

ダーを講師に迎え、あくまで本質にこだわった講義が多くの支持を得ています。講座の受講者数は累計91万人を超

え（2025年5月現在）、同種のサービスとして国内最大級の規模を誇っています。 

 

https://www.kabunogakkou.com/


■株の学校ドットコム金融教育研究所について 

近年、国民のライフプラン多様化に伴う金融リテラシー向上が課題とされ、さまざまな金融教育が広がりつつあり

ます。しかしながら、学習者が必ずしも適切な教育機関と出会えているとは言えない現状があります。そこで、株

の学校ドットコムでは金融教育研究所を設立し、金融教育を必要とする学習者がライフステージとライフプランに

合わせた適切な教育者に出会えることを目的とした調査・研究を行っています。 

 

■トレジャープロモートについて 

投資・トレード教育、企業経営・起業家教育に主軸を置いたコンテンツの企画・制作、それらを効率的かつ効果的

に学習するためのシステム開発・運営、広く届けるためのメディア運営などを行っています。オンライン株式スク

ール「株の学校ドットコム」、株式投資・トレードの情報サイト「かぶまど」の運営のほか、脳科学の視点を取り入

れて独自に開発したオンライン学習システム等の提供も行っています。 

 

■会社概要 

社   名：株式会社トレジャープロモート 

本社所在地：東京都千代田区丸の内1-6-2 新丸の内センタービル21階 

代 表 者：代表取締役社長 瀬川 丈 

設   立：2005年12月26日 

電話番号 ：03-3216-7354（代） 

資 本 金：5,000,000円 

従業員数 ：23名（業務委託スタッフ含む） 

事業内容 ：投資教育事業／セミナー開発事業／コンサルティング事業／メディア運営事業／ 

      金融商品仲介業 

ホームページ：https://www.tpromote.com 

 

金融商品取引法等に係る表示 

□金融商品仲介業者 

 商  号：株式会社トレジャープロモート 

 登録番号：関東財務局長（金仲）第581号 

□所属金融商品取引業者 

 商  号：株式会社SBI証券（金融商品取引業者、商品先物取引業者） 

 登録番号：関東財務局長（金商）第44号 

 加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、 

     一般社団法人日本STO協会、日本商品先物取引協会 

 

 

報道関係者お問い合わせ先 

株式会社トレジャープロモート 広報部 

担当：磐木 

メール：pr@tpromote.com 

TEL：03-3216-7354   FAX：03-6685-7468 

https://www.tpromote.com/
mailto:pr@tpromote.com

